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４月22日から、市内各地で 65歳以上の人を対象に、新型コロナウイルスワクチンの集団４月22日から、市内各地で 65歳以上の人を対象に、新型コロナウイルスワクチンの集団
接種を実施しています。６月末までに65歳以上の人口の約70％が接種を受ける見込みです。接種を実施しています。６月末までに65歳以上の人口の約70％が接種を受ける見込みです。
（関連記事：15ページ、20ページ）（関連記事：15ページ、20ページ）

ワクチン接種実施中



まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

広島無人島キャンプ
実行委員会

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

無人島キャンプで子どもたちの生きる力を育む

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。
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しん兄しゅう兄より：
ひなちゃん、いつもか
わいいよ。元気に大き
くなってね！

清し
み
ず水　

一ひ

な花
ち
ゃ
ん
（
西
本
町
）

Ｒ
２
年
６
月
22
日
生
ま
れ

ご
ショット
な みま

父母より：
やさしく元気に育って、

これからもニコニコ笑

顔をたくさん見せてね。

石い
し
ざ
き﨑　

咲さ

き希
ち
ゃ
ん
（
東
本
町
）

Ｈ
31
年
３
月
31
日
生
ま
れ

　
●総領TGCスポーツ少年団

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

　私たちは、総領里山体育館で、毎週水・金曜日、午後６時30分〜８
時30分に活動しています。
　備北地区で、唯一器械体操をしているスポーツ少年団で（卓球は
現在休部中）、現在、年少から中学生までの選手37人が在籍していま
す。
　全員で柔軟運動や倒立をした後、クラスに分かれて練習します。マ
ットや跳び箱の他に、スプリング式の床、エアトラック、ワイヤー式鉄
棒、跳馬、平均台、トランポリンなどがあり、日ごとに変えながら練習
しています。部内検定や発表会があり、希望者は大会に出場します。
　コーチや保護者が一丸となって指導に当たっています。随時見学・
体験を受け付けています。指導者の募集もしています。詳しくはお問
い合わせください。
【問い合わせ】
総領自治振興区
☎0824-88-3067
ホームページ
https://soryo-sports.
jimdofree.com/
メール
soryo.sports@gmail.com

　トイレがない、家もない、テレビも水道もない、食料もわ
ずかのないないづくし。３日間の無人島サバイバルキャンプを毎年
開催しています。「不便・不足・不自由は生きる力の大ごちそう！」
を合言葉に、台風接近、赤潮発生、連日 35 度超えの暑さの中でも中
止の年はなく、これまで 30 回、スタッフを合わせた 1,240 人の参加
者が、力を合わせて乗り切ってきました。しかし、昨年、新型コロ
ナウイルスの感染拡大により、開催することができませんでした。
　そこで、本年は作戦を考えました！詳しくは、６月１日に投稿した、

「広島無人島キャンプ BLOG」（http://mujintou.blogspot.com）をご
覧ください。
　自然の豊かさ、大切さを知ることは、まずは自然の中にゆっくり
身を委ね、 体で心で感じることから始まるのではないでしょうか。

【問い合わせ】
☎ 080-5235-5012（代表　寺西）　ＦＡＸ 0824-74-0507　 
メール　yagisan888butasan@yahoo.co.jp
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前
回
は
真ま

な
べ鍋
敢か

ん

さ
ん
か
ら
、「
好
き
な
こ
と

を
仕
事
に
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
話
を
聞
き

ま
し
た
。今
回
は
、真
鍋
さ
ん
の
知
り
合
い
で
、

好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
、
活
躍
し
て
い
る

福
田
実
沙
季
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
す
。

自
然
が
大
好
き

　

学
生
時
代
に
「
ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
」
を

利
用
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
の
と
り
こ
に
な
り
、
広
島
市
か
ら

思
い
切
っ
て
庄
原
市
へ
移
住
し
、「
ひ
ろ
し
ま

県
民
の
森
」
へ
転
職
し
ま
し
た
。

　
「
ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
」
を
す
て
き
な
思

い
出
に
な
る
場
所
、
居
心
地
の
い
い
場
所
に

し
た
い
と
、
日
々
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
庄
原
市
や
県

北
全
体
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
訪

れ
て
も
ら
い
た
い
、
住
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、

問
い
合
わ
せ

自
治
定
住
課
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
暮
ら

し
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
を
知
り
、地
元
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と

で
、人
を
、ま
ち
を
、も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

大自然の中で活躍している
福
ふ く だ

田　実
み さ き

沙季さん

勝
手
に
観
光
大
使
の
よ
う
な
気
持
ち
で
す
！

人
と
の
つ
な
が
り

　

大
学
の
先
輩
に
、
真
鍋
さ
ん
が
経
営
す
る

「
庄
原
バ
ル
」
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
の

が
真
鍋
さ
ん
と
の
出
会
い
で
す
。
真
鍋
さ
ん

に
は
た
く
さ
ん
の
出
会
い
の
場
を
作
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
人
と
の
つ

な
が
り
か
ら
、
お
い
し
い
も
の
や
お
店
、
す

て
き
な
場
所
な
ど
庄
原
の
魅
力
を
た
く
さ
ん

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

庄
原
市
に
は
、
す
て
き
で
い
い
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
人
の
良
さ
や
人

と
の
つ
な
が
り
が
、
他
の
良
い
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
ん
だ
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
募
集
中

「
＃
庄
原
が
好
き
」

で
投
稿
！

▲投稿を
チェック

このコーナーでは、
農業のちょっとしたこつを、
市の営農指導員から
お知らせします。

51

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
１

　

一
年
の
中
で
最
も
野
菜
作
り
で
つ
ま

ず
き
や
す
い
時
期
、
そ
れ
は
梅
雨
で

す
。
４
月
、
５
月
に
意
気
揚
々
と
種
ま

き
、
定
植
を
行
っ
た
も
の
の
、
梅
雨
対

策
が
で
き
て
い
な
い
た
め
に
、
そ
の
後

は
手
間
ば
か
り
掛
か
っ
て
収
穫
は
少
な

い
、
品
質
が
悪
い
と
い
う
残
念
な
結
果

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
対
策
を
し
て
い
な
い
人
も
ま
だ
間

に
合
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
梅
雨
対
策
の

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

梅
雨
に
よ
り　
　
　
　
　
　
　
　

発
生
し
や
す
い
問
題
と
は
？

▼
野
菜
が
病
気
に
な
り
や
す
く
な
る

　

致
命
的
な
問
題
と
し
て
最
も
表
れ
や

す
い
の
が
野
菜
の
病
気
で
す
。
土
の
中

や
野
菜
の
表
面
の
環
境
が
高
温
多
湿
に

な
る
と
、
病
気
の
原
因
と
な
る
細
菌
や

カ
ビ
の
菌
が
増
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

特
に
ト
マ
ト
や
カ
ボ
チ
ャ
、
ス
イ
カ
な

ど
、
も
と
も
と
雨
量
の
少
な
い
地
域
を

原
産
地
と
す
る
よ
う
な
野
菜
は
、
病
気

に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
雑
草
の
勢
い
が
増
す

　

雨
量
が
増
え
る
と
と
も
に
、
気
温
も

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

営
農
指
導
員　

若わ
か
や
ま山　
　

譲
ゆ
ず
る

夏
野
菜
の
出
来
は　
　
　
　
　
　

梅
雨
時
期
で
決
ま
る
！

高
く
な
る
た
め
、
雑
草
が
成
長
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
長
年
生

き
て
い
る
雑
草
は
、
野
菜
よ
り
高
温
多

湿
な
環
境
に
慣
れ
て
い
る
た
め
、
野
菜

に
比
べ
て
、
よ
り
成
長
し
や
す
い
時
期

で
す
。

▼
土
（
土
壌
養
分
）
の
流
出
が
起
こ
る

　

畑
で
は
、
大
量
の
雨
が
降
る
と
、
土

が
雨
に
溶
け
て
流
出
し
、
水
に
溶
け
や

す
い
土
壌
養
分
も
同
時
に
流
れ
て
い
き

ま
す
。
特
に
石
灰
や
苦く

ど土
、
カ
リ
ウ
ム

な
ど
は
水
に
溶
け
や
す
く
、
流
出
し
や

す
い
養
分
で
す
。

梅
雨
対
策　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
だ
け
は
や
っ
て
お
こ
う
！

対
策
①　
ビ
ニ
ー
ル
資
材
な
ど
で
土
の

表
面
を
覆
う
（
マ
ル
チ
ン
グ
）。

対
策
②　
野
菜
に
雨
が
当
た
ら
な
い
よ

う
に
、ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
上
部
を
覆
う
。

特
に
ト
マ
ト
へ
の
使
用
が
お
す
す
め
。

対
策
③　
降
雨
で
停
滞
し
た
水
が
速
や

か
に
農
地
外
に
排
出
さ
れ
る
よ
う
に
、

溝
な
ど
を
作
る
（
畝
を
高
く
す
る
）。

対
策
④　
雨
の
日
に
野
菜
に
触
れ
る
と

野
菜
に
傷
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
病
原
性

の
細
菌
が
入
り
こ
む
こ
と
が
あ
る
た

め
、
雨
の
日
に
は
野
菜
を
触
ら
な
い
、

畑
の
中
を
歩
か
な
い
よ
う
に
す
る
。
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「かんぽの郷庄原」の取得方針について「かんぽの郷庄原」の取得方針について
～広く意見を募集します～～広く意見を募集します～

「かんぽの郷庄原」の取得方針について「かんぽの郷庄原」の取得方針について
～広く意見を募集します～～広く意見を募集します～

企画課企画調整係　☎0824-73-1128企画課企画調整係　☎0824-73-1128

取
得
の
必
要
性
の
判
断

⑴
市
民
が
憩
い
・
集
う
施
設

　

市
民
や
市
内
外
の
団
体
が
活
用
す
る
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
（
集
会
）
施
設
と
し
て
の
機
能
、

お
よ
び
良
質
な
温
泉
設
備
に
よ
る
健
康
増
進

施
設
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
お
り
、
今
後

も
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

⑵
地
域
経
済
へ
の
影
響

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
年
間
観
光
消
費
額
は

７
億
円
を
超
え
、
市
全
体
の
20
％
近
く
を
占

め
て
お
り
、
地
域
経
済
へ
の
効
果
は
多
大
で

す
。

　

ま
た
、
60
人
余
り
の
市
民
が
従
業
員
と
し

て
働
い
て
お
り
、
雇
用
の
場
と
し
て
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑶
観
光
施
策
の
推
進
に
与
え
る
影
響

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
宿
泊
者
数
は
、
年
間

３
万
人
以
上
で
あ
り
、
本
市
の
観
光
に
お
け

る
基
幹
的
な
宿
泊
施
設
と
し
て
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。「
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
」

を
失
う
こ
と
は
観
光
施
策
へ
の
打
撃
と
な
る

た
め
、
こ
う
し
た
影
響
を
最
小
限
に
留
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑷
市
が
取
得
し
な
か
っ
た
場
合
の
リ
ス
ク

　

市
が
譲
渡
を
受
け
入
れ
な
い
場
合
、
日
本

郵
政
㈱
は
競
争
入
札
に
よ
り
、
海
外
資
本
も

含
め
、
広
く
売
却
先
を
募
る
予
定
と
し
て
い

ま
す
。
民
間
事
業
者
な
ど
が
取
得
し
た
場

合
、
他
の
用
途
へ
の
変
更
や
、
不
採
算
と
な

っ
た
場
合
の
施
設
閉
鎖
な
ど
、
現
在
の
運
営

形
態
が
継
続
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
排
除
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑸
公
共
的
団
体
説
明
会
・
市
民
意
見
聴
取
の

　
実
施

　

令
和
２
年
３
月
、
市
内
の
各
種
公
共
的
団

体
に
対
し
、「
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
に
係
る
説

明
会
」
を
実
施
し
、
合
計
37
団
体
が
参
加
し

ま
し
た
。
う
ち
29
団
体
か
ら
「
取
得
す
べ

き
・
前
向
き
に
検
討
す
べ
き
」
と
の
意
見
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
８
団
体
か
ら
市
が
取
得

す
る
こ
と
を
求
め
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
広
報
紙

に
関
係
資
料
を
公
表
し
、
市
民
か
ら
意
見
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
26
人
か
ら
意
見
を
い
た

だ
き
、
う
ち
16
人
か
ら
「
取
得
す
べ
き
・
前

向
き
に
検
討
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

⑹
専
門
家
に
よ
る
調
査
報
告

　

取
得
判
断
の
検
討
に
当
た
り
、
経
営
状
況

分
析
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
観
光
業
界

に
お
け
る
環
境
な
ど
、
専
門
家
に
調
査
を
委

託
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
回
避
・
近

距
離
観
光
の
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
た
こ
と

で
、
本
市
に
と
っ
て
追
い
風
と
な
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
市
の
観
光
に
お

け
る
中
心
的
な
施
設
で
あ
る
と
同
時
に
、
地

元
に
愛
さ
れ
市
民
に
も
利
用
し
て
も
ら
え

る
「
庄
原
の
代
表
施
設
」
と
し
て
、
取
得
す

べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。

　「かんぽの郷庄原」の取得については、令和元年 11 月に日本郵政㈱から譲渡の打診を受けて以降、こ
れまで各種公共的団体への説明会や市民の皆さんから意見聴取を行いました。
　同時に、専門家による調査も実施し、取得の可否について慎重に検討を重ねてきました。
　また、この間、新型コロナウイルスの感染拡大が続き、本市においても、市民生活をはじめ、飲食・宿
泊業など、地域経済全体に深刻な影響を及ぼしています。
　現在においても、コロナ禍の収束はいまだ見通せない状況ですが、市内の観光事業者や関連事業者を含
めた地域経済や豊かな市民生活を守り抜くとともに、将来の本市を展望したとき、必要不可欠な施設であ
る「かんぽの郷庄原」を市において取得すべきと判断しました。
　この取得方針を踏まえ、市民の皆さんや各種団体などの意見を再度伺い、最終的な決断を行います。
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項目 収支実績および今後の予測
令和元年度 ①下振れ ②標準 ③上振れ

売上高 A ６億4,576万円 ５億5,267万円 ６億54万円 ６億5,243万円
売上原価 B １億8,333万円 １億4,425万円 １億5,359万円 １億6,700万円

売上総利益（A-B） C ４億6,243万円 ４億842万円 ４億4,695万円 ４億8,543万円
販売費および一般管理費 D ４億8,341万円 ４億745万円 ４億2,500万円 ４億5,045万円
受託業務手数料支払い前

営業利益（C-D）※ E ▲2,098万円 97万円 2,195万円 3,498万円

意
見
募
集

募
集
期
間

６
月
18
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

応
募
方
法

①
所
定
の
様
式
を
受
け
取
り
、
記

　

入
後
に
直
接
ま
た
は
郵
送
な
ど

　

に
よ
り
提
出

　

様
式
配
布
・
提
出
先

　

企
画
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
室

　

▪
郵
送
の
場
合

　
　

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

　
　

中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号　

　
　

庄
原
市
役
所
企
画
課
宛
て

②
所
定
の
様
式
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

　

メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
提
出

　

様
式
保
存
先

　

▪
庄
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w

w
.city.shobara.

　
　

hiroshim
a.jp/m

ain/

　
　

industry/cat/post_1195.

　
　

htm
l

　

▪
メ
ー
ル

　
　

kikaku-chousei@
city.

　
　

shobara.lg.jp

　

▪
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

０
８
２
４
‐
72
‐
３
３
２
２

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
課
企
画
調
整
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
８

⑵
管
理
運
営
手
法

　

市
の
取
得
後
は
、
行
政
財
産
（
観
光
宿

泊
施
設
）
と
し
て
位
置
付
け
、
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
る
運
営
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
施
設
の
魅
力
の
さ
ら
な
る
向

上
を
図
る
た
め
、
将
来
的
な
運
営
体
制
に

つ
い
て
は
、
観
光
施
設
の
経
営
に
実
績
や

経
験
を
有
す
る
事
業
者
の
参
画
も
視
野
に

入
れ
、
検
討
し
ま
す
。

⑶
取
得
後
の
収
支
見
込
み

　

専
門
家
に
よ
る
分
析
に
よ
り
、
洗
い
出

さ
れ
た
課
題
（
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
増
、
宣
伝
広
告
不
足
な

ど
）
に
対
し
、
必
要
な
改
善
策
を
講
じ
生

産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
売
り
上
げ

が
減
少
し
て
も
、
利
益
が
確
保
で
き
る
収

益
構
造
の
予
測
が
、
下
記
の
表
の
と
お
り

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
的
な
展
望

　

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
後
に
は
、「
新
し
い

生
活
様
式
」
に
よ
る
宿
泊
ニ
ー
ズ
の
変
化

が
想
定
さ
れ
、
そ
う
し
た
需
要
に
対
応
で

き
る
施
設
の
あ
り
方
が
必
要
で
す
。

　

敷
地
内
の
遊
休
地
の
整
備
や
、
市
内
施

設
の
機
能
集
約
な
ど
、
観
光
客
に
と
っ
て

魅
力
的
で
、
市
民
に
と
っ
て
に
ぎ
わ
い
を

生
む
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
、
民
間
事
業

者
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
も
検
討

し
、
社
会
情
勢
や
財
政
状
況
を
見
極
め
た

上
で
今
後
を
展
望
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

想
定
す
る
取
得
な
ど
の
費
用　
　
　

管
理
運
営
手
法
お
よ
び
取
得
後
の　

収
支
見
込
み

（
令
和
３
年
５
月
時
点
）

⑴
想
定
す
る
取
得
な
ど
の
費
用

　

現
時
点
で
、
日
本
郵
政
㈱
か
ら
の
売
却

価
格
は
明
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

ま
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
資
料
、
他
の
自

治
体
で
の
類
似
案
件
に
お
け
る
実
例
、
運

営
事
業
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
参
考
に
、

次
の
と
お
り
想
定
し
て
い
ま
す
。

①
施
設
取
得
費
用

　
（
土
地
お
よ
び
建
物
な
ど
）

　

約
１
億
５
千
万
円

②
緊
急
修
繕
な
ど　

約
８
６
０
０
万
円

③
運
営
準
備
経
費　

約
３
千
万
円

④
合
計　

約
２
億
６
６
０
０
万
円

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
経
費
の
一
部
に
つ
い

て
は
、
特
定
財
源
と
し
て
過
疎
対
策
事
業

債
※
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

※
過
疎
対
策
事
業
債
と
は

　

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
自
治
体

が
活
用
で
き
る
財
政
的
に
有
利
な
借
入
の

こ
と
で
、
事
業
費
へ
の
充
当
率
は
１
０
０

％
、
そ
の
元
利
償
還
金
の
70
％
は
国
か
ら

の
普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
市
の
実
質
負
担
は
30
％
と
な
り

ま
す
。

収支予測の試算条件
　【売上高】
　① 下振れ：令和元年度と比較し、客室稼働率約 10％減
　② 標準：令和元年度と比較し、稼働率約 10％減・宿泊単価約 20％増
　③ 上振れ：令和元年度と比較し、客室稼働率同水準維持・宿泊単価約 20% 増
　【販売費および一般管理費】
　▪ 人件費：多能化による人材派遣費抑制・生産性向上による売上高人件費率の最適化
　▪ 光熱水費：設備更新による省エネ化（令和元年度の売上比率 18% から 16 ～ 17％に低減）
　▪ 広告宣伝費：プロモーションの強化（売上の３% を計上）
※受託業務手数料支払い前営業利益とは、日本郵政㈱に対する手数料（賃料に相当するもの）を支払う前の利益
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災
害
に
備
え
て

災
害
に
備
え
て

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係　

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係　

☎☎
０
８
２
４
‐

０
８
２
４
‐
7373
‐
１
２
０
６

‐
１
２
０
６

● 

非
常
時
へ
の
備
え

● 

情
報
源
を
確
保

◆
防
災
マ
ッ
プ
の
確
認

　

自
宅
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
浸
水
想
定

区
域
に
入
っ
て
い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

土
砂
災
害
や
洪
水
の
影
響
が
な
い
場
所
に

い
る
と
き
は
、
そ
の
場
に
と
ど
ま
る
方
が
安

全
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
避
難
先
の
確
保

　

避
難
所
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
安
全
な
場
所
に

あ
る
親
戚
や
知
人
宅
な
ど
、
複
数
の
避
難
先

を
確
保
し
、
分
散
避
難
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

避
難
経
路
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
、
で
き
る

だ
け
複
数
の
経
路
を
選
定
し
ま
し
ょ
う
。

※
市
が
開
設
す
る
避
難
所
以
外
の
場
所
に
避

難
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
隣
家
の
人
な
ど

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
用
意
し
て
お
く
も
の

　
「
食
料
」「
衣
類
」「
救
急
用
品
」「
日
用

品
・
貴
重
品
」「
常
備
薬
」
な
ど
、
生
活
ス

タ
イ
ル
に
応
じ
必
要
な
も
の
を
用
意
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、「
マ
ス
ク
」「
タ
オ
ル
」「
体
温
計
」

「
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
な
ど
、
感
染
予
防

の
た
め
の
物
品
も
併
せ
て
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
マ
ス
ク
は
、
鼻
と
口
を
覆
う
こ
と
が
で
き

る
大
き
さ
の
手
ぬ
ぐ
い
や
、
ハ
ン
カ
チ
で
も

代
用
で
き
ま
す
。

　

住
民
告
知
放
送
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
防

災
ア
プ
リ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
ま
し
ょ

う
。
早
め
に
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
で
迅
速

な
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
の
情
報
収
集
手
段

▪
広
島
県
防
災

さ
ま
ざ
ま
な
防
災
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.bousai.pref.

hiroshim
a.jp

▪
気
象
庁

各
種
気
象
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.jm

a.go.jp/jm
a/

index.htm
l

▪
広
島
県
河
川
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

洪
水
発
生
の
危
険
度
を
確
認
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.kasen-bousai.

p
r

e
f.h

ir
o

sh
im

a
.lg

.jp
/

rivercontents/

▪
広
島
県
土
砂
災
害
危
険
度
情
報

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
を
確
認
で
き
ま

す
。

https://w
w

w
.d-keikai.pref.

hiroshim
a.lg.jp/public/T

op.
aspx

▶
平
成
22
年
７
月
の
豪
雨
で
被
災
し
た
家
屋
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で　
　
　

避
難
所
の
混
雑
状
況
を　
　
　
　
　
　
　

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

市
が
指
定
す
る
避
難
所

　

本
年
度
か
ら
避
難
所
混
雑
状
況
可
視
化
シ

ス
テ
ム
「
バ
カ
ン
マ
ッ
プ
」
の
利
用
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
避
難
所

の
混
雑
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

https://vacan.com
/area/

shobara-city

※
平
常
時
は
「
利
用
停
止
中
」
の
表
示
で
す

が
、
避
難
所
と
し
て
開
設
し
た
場
合
、「
空

い
て
ま
す
」
に
表
示
が
変
わ
り
ま
す
。
混
雑

状
況
に
よ
り
、「
や
や
混
雑
」、「
混
雑
」、「
満
」

の
表
示
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が

見
込
め
な
い
中
、市
は
避
難
所
で
の
３
密（
密

閉
・
密
集
・
密
接
）
を
避
け
る
な
ど
、
感
染

症
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
次
の
と
お
り
取
り

組
み
ま
す
。

①
第
１
開
設
避
難
所
・
第
２
開
設
避
難
所
を

　
選
定

　

緊
急
的
な
避
難
に
対
応
し
、
市
が
最
初
に

開
設
す
る
第
１
開
設
避
難
所
を
、
自
治
振
興

区
の
区
域
内
に
各
１
カ
所
設
け
ま
す
。

　

避
難
状
況
に
応
じ
て
第
２
避
難
所
を
順
次

開
設
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
他
の

指
定
避
難
所
も
随
時
開
設
し
ま
す
。
避
難
所

の
開
設
状
況
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
住
民
告

知
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
避
難
先
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
拡
大
防
止
対
策

　

市
は
、
避
難
所
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
、
定
期

的
な
換
気
や
消
毒
な
ど
衛
生
管
理
に
努
め
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
感
染
拡
大
防
止
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
検
温
を
小
ま
め
に
行
い
、
健
康
管
理
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▪
小
ま
め
な
手
洗
い
や
消
毒
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

▪
正
し
い
マ
ス
ク
の
着
用
や
、
ハ
ン
カ
チ
な

ど
で
口
と
鼻
を
覆
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▪
他
の
避
難
者
と
の
距
離
を
十
分
に
と
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
避
難
所
で
、
発
熱
や
咳
な
ど
の
症
状
が
出

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
避
難
所
担
当
者
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

●避難所一覧
自治振興区 第１開設避難所 第２開設避難所 自治

振興区 第１開設避難所 第２開設避難所

庄原 庄原自治振興センター※
庄原市民会館 庄原小学校

八幡 八幡自治振興センター 八幡小学校

田森 田森自治振興センター 粟田小学校

高 高自治振興センター 高小学校 東城 東城中学校 東城中央運動公園

本村 本村自治振興センター 上谷コミュニテ
ィセンター 帝釈 帝釈自治振興センター 帝釈峡まほろばの里

交流促進センター

峰田 峰田自治振興センター 峰田小学校
久代 久代自治振興センター 旧久代小学校

（屋内運動場）敷信 敷信自治振興センター 板橋小学校

東 東自治振興センター 東小学校 新坂 三坂南集会所 休暇村帝釈峡

山内 山内自治振興センター 山内小学校 口和 口和自治振興センター 口和老人福祉センター

北 北自治振興センター 川北小学校 上高 高野保健福祉センター 上高自治振興センター

西城 西城保健福祉センター
（しあわせ館） 西城小学校

下高 下高自治振興センター 高野小学校

比和 比和小学校 宿泊研修施設
かさべるで八鉾 西城総合運動公園 三坂老人集会所

小奴可の里 小奴可自治振興センター 小奴可小学校 総領 総領自治振興センター 里山総領体育館
※庄原自治振興区の第１開設避難所（庄原自治振興センター、庄原市民会館）は施設改修に伴い、９月１日以降変更
　となります。詳しくは、広報しょうばら８月号でお知らせします。
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消防団員を募集しています！消防団員を募集しています！消防団員を募集しています！消防団員を募集しています！

危機管理課危機管理係　☎0824-73-1206危機管理課危機管理係　☎0824-73-1206

▼
平
常
時
の
活
動

　

地
域
防
災
の
要
と
し
て
「
自
ら
の
命
と
家

族
の
命
・
地
域
住
民
の
安
全
を
守
る
」
た
め
、

次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▪
地
域
へ
の
火
災
予
防
活
動

▪
地
域
へ
の
火
災
予
防
活
動

　

火
災
予
防
週
間
な
ど
に
、
火
災
予
防
の
呼

び
掛
け
や
警
戒
活
動
を
実
施
。

▪
有
事
に
備
え
た
教
育
、
訓
練

▪
有
事
に
備
え
た
教
育
、
訓
練

　

消
防
団
の
災
害
活
動
力
向
上
の
た
め
に
、

消
火
訓
練
や
救
助
、
救
護
訓
練
を
実
施
。

　

相
談
か
ら
で
も
結
構
で
す
。
ま
ず
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

【
問
い
合
わ
せ
】

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６

ま
た
は
各
支
所
総
務
室
総
務
係

地
域
を
守
る
仲
間
に　

槇ま
き
は
ら原
靖や

す
ひ
ろ弘
団
長

　

消
防
団
員
に
な
る
た
め
に
、
特
別
な
資
格

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

入
団
す
れ
ば
、
研
修
・
訓
練
の
中
で
必
要

な
知
識
や
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
域
の
た
め
に
活
動
し
た
い
と
思
う
人
、

一
緒
に
地
域
を
守
る
仲
間
を
待
っ
て
い
ま

す
。

消
防
団
と
は

　

消
防
団
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
と
同
様

に
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。
地

域
の
消
防
・
防
火
・
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心
と
安
全
を
守

る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

庄
原
市
消
防
団
は
、
団
本
部
お
よ
び
各
地

区
方
面
隊
（
庄
原
・
西
城
・
東
城
・
口
和
・

高
野
・
比
和
・
総
領
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
と
は

　

消
防
団
員
は
消
防
団
の
構
成
員
で
、
普
段

は
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
や
学
業
な
ど
を
し
な
が

ら
、
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
、「
自

ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
精
神
の

下
、
地
域
防
災
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
に

当
た
り
、
出
動
手
当
や
退
職
報
奨
金
な
ど
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
務
災
害
補
償
や

活
動
服
の
貸
与
、
表
彰
制
度
な
ど
の
待
遇
も

あ
り
ま
す
。

　
消
防
団
員
の
主
な
活
動

▼
有
事
の
活
動

▪
消
火
活
動
、
捜
索
活
動

▪
消
火
活
動
、
捜
索
活
動

　

消
防
団
員
は
、
火
災
に
お
け
る
消
火
活
動

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
行
方
不
明
者
の
捜
索

や
、
地
震
、
台
風
、
豪
雨
に
よ
る
災
害
時
に

救
助
・
救
出
活
動
を
行
い
ま
す
。

女
性
消
防
団
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す
！

（
写
真
右
か
ら
、
井い

の
う
え上
真ま

り里
班
長
、
島し

ま
だ田

夕ゆ

か

り

香
里
団
員
、
正ま

さ
き木
み
ど
り
班
長
、
上う

え
す
ぎ杉

民た
み
こ子
団
員
、
落お

ち
つ
き付
多た

み

こ
美
子
団
員
）

　

女
性
消
防
団
員
は
現
在
５
人
在
籍
し
て
お

り
、
各
方
面
隊
の
所
属
分
団
で
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
男
性
団
員
と
同
じ
で
す
が
、

女
性
な
ら
で
は
の
目
線
や
知
識
を
生
か
し
な

が
ら
地
域
防
災
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
団
員
で
集
ま
り
、
活
動
状
況

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を
行
う
な
ど
、
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
消
防
団
っ
て
男
性
が
す
る
も
の
だ
よ
ね
」

で
は
な
く
、
み
ん
な
の
地
域
を
み
ん
な
で
守

る
た
め
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
範
囲
で
、
厳

し
い
中
で
も
楽
し
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
興
味
を
お
持
ち
の
人
は
ぜ
ひ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
！

一緒に力を合わせて愛するまち「庄原」を守りませんか一緒に力を合わせて愛するまち「庄原」を守りませんか
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新型コロナウイルスワクチン
個別接種が始まります

◎個別接種を受けるには（65歳以上の人）

医療機関では予約を行うことができないため、直接医療機関に電話などの問い合わせはお控えください。
◎個別接種実施医療機関

新型コロナウイルス感染症対策本部　☎0824-73-1137

地域 実施医療機関 地域 実施医療機関 地域 実施医療機関

庄原

笠間医院
庄原

藤野医院
東城

日傳医院
河本内科クリニック むらた皮膚科クリニック 三上クリニック
児玉医院 毛利内科胃腸科医院 口和 国原医院
庄原赤十字病院 西城 西城市民病院 高野 高野診療所
戸谷医院

東城
こぶしの里クリニック 比和 田中診療所

林医院 瀬尾医院 総領 総領診療所
比婆医院 東城病院

※市外の医療機関で接種を希望する場合は、直接医療機関へお問い合わせください。

　「令和３年度に 65 歳以上になる人」を対象とした、新型コロナウイルスワクチンの集団接種は６月末をも
って終了します。７月以降は、各医療機関での個別接種を実施します。
　接種を希望する人は必ず接種を受けることができます。
　なお、接種を受けるためには接種券が必要です。65 歳以上の人の接種券は３月 26 日に発送済みです。

※ 16 ～ 64 歳の人の接種券は、予約開始時期に合わせ７月末までに発送する予定です。
※７月以降に 16 歳になる人は、16 歳になった日の翌月に発送する予定です。

問い合わせ先
▪ワクチンの接種について一般的な相談および専門的な相談がある人・・・「広島県相談窓口」
　☎082-513-2847　受付日時：24時間対応
▪聴覚に障害のある人など、電話での相談が難しい人・・・「広島県新型コロナウイルスワクチン接種FAX相談窓口」
　FAX082-211-3006
▪その他・・・「庄原市新型コロナウイルス感染症対策本部ワクチン接種対策部」
　☎0824-73-1137　受付日時：月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時15分

　個別接種は新型コロナウイルスワクチンの集団接種
を受けていない人が対象です。個別接種には予約が必
要です。６月 10 日以降に個別接種の案内文書を送付
しますので、予約方法や予約開始時期については、案
内文書をご確認ください。

新型コロナウイルスワクチンの有効性・安全性など、
詳しい情報については、

「首相官邸ワクチン特設ページ」をご覧ください。

官邸  コロナ  ワクチン
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毎
年
６
月
23
日
～
29
日
は　
　
　

男
女
共
同
参
画
週
間

　　

性
別
に
関
わ
ら
ず
、
職
場
で
、
学
校

で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共

同
参
画
社
会
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

　

市
は
、
第
２
次
庄
原
市
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
の
中
で
、「“
男
女
共
同
参
画

が
形
成
さ
れ
た
社
会
”
～
わ
た
し
ら
し

く
輝
く
あ
し
た
の
た
め
に
、
お
互
い
に

尊
重
し
あ
う
共
同
参
画
の
ま
ち
～
」
を

実
現
す
べ
き
姿
に
設
定
し
ま
し
た
。

　
「
と
も
に
活
躍
で
き
る
（
環
境
づ
く

り
）」「
お
互
い
を
認
め
合
う
（
人
づ
く

り
）」「
と
も
に
支
え
合
う
（
安
心
づ
く

り
）」
を
基
本
目
標
に
、

各
種
啓
発
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

慣
習
や
社
会
制
度
な

ど
、
性
別
に
よ
る
固
定

的
な
役
割
分
担
意
識
を

改
め
、
男
女
が
お
互
い

を
思
い
や
り
、
尊
重
し

な
が
ら
、
平
等
に
参
画

で
き
る
社
会
の
実
現
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
ら
し
く
輝
く　

あ
し
た
の
た
め
に

わ
た
し
ら
し
く
輝
く　

あ
し
た
の
た
め
に

　

お
互
い
に
尊
重
し
あ
う　

ま
ち
を
め
ざ
し
て

　

お
互
い
に
尊
重
し
あ
う　

ま
ち
を
め
ざ
し
て

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

男
女
共
同
参
画
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す

　

内
閣
府
は
、
本
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
高
校
生
～
20
歳
の
人
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
２
７
８
５
点
の
中
か
ら
審
査
の

結
果
、〝
女
だ
か
ら
、
男
だ
か
ら
、
で
は
な
く
、

私
だ
か
ら
、
の
時
代
へ
。〟
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
は
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
テ
ー
マ

に
、
７
月
２
日
㈮
か
ら
市
内
７
会
場
で
巡
回

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
パ
ネ
ル
展
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
延
期
・
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、食
材
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業

振
興
や
、市
内
外
か
ら
の
来
訪
者
に
よ
る
交
流
促
進
な
ど
に
よ
り
、市
全
体
が

活
性
化
し
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
魅
力
に
つ
い
て
、リ
レ
ー
コ
ラ

ム
形
式
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係　
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

物販拠点施設等リレーコラムRelay column

vol.03

東
城
き
ん
さ
い
市い

ち

　
「
東
城
き
ん
さ
い
市
」
は
、
平
成
７
年

か
ら
テ
ン
ト
１
張
り
の
青
空
市
と
し
て
始

ま
り
、
平
成
11
年
か
ら
は
現
在
の
施
設
で

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
か
ら
商
品
一
つ
一
つ
に
生
産
者
を

明
記
し
、
店
内
に
は
写
真
を
掲
示
、
店
外

商
品
に
は
写
真
付
き
の
シ
ー
ル
を
貼
る
な

ど
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
販
売
を
し
て

い
ま
す
。

　

東
城
き
ん
さ
い
市
で
は
、
地
理
的
表
示

保
護
制
度
（
Ｇ
Ｉ
）
に
登
録
さ
れ
た
地
域

ブ
ラ
ン
ド
和
牛
肉
「
比
婆
牛
」
や
、
東
城

町
の
生
産
者
が
育
て
た
野
菜
・
米
な
ど
の

農
産
物
、
加
工
品
、
工

芸
品
を
販
売
し
て
い
ま

す
。

　

農
産
物
は
、
よ
り
安

心
・
安
全
な
商
品
づ
く

り
の
た
め
に
、
農
薬
使

用
方
法
の
研
修
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
「
大
判

焼
き
」
や
「
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
は
、
コ

ク
が
あ
る
の
に
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
味
わ
い

で
、
一
度
は
食
べ
て
も
ら
い
た
い
逸
品
で

す
。

　

東
城
町
に
は
、
季
節
の
移
ろ
い
と
と
も

に
姿
を
変
え
る
花
々
や
、
帝
釈
峡
の
「
雄

橋
」「
白
雲
洞
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

光
名
所
が
あ
り
ま
す
。

　

東
城
町
に
お
越
し
の
際
に
は
、ぜ
ひ「
東

城
き
ん
さ
い
市
」
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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　市は、市政に関する情報を公開し、開かれた市政を推進することに努めています。
　その一方で、個人の権利利益の保護を目的に、市が保有する個人情報については、個人情報保護条例を制定し、
適切な取り扱いに努めています。

※情報公開に関する相談や公文書の閲覧などに応じるた
め、市役所本庁舎３階に閲覧室を設けています。閲覧を
希望する人は総務課までお問い合わせください。

※ファイルの届け出件数とは、各実施機関で保有する個人
情報を取り扱う事務の件数です。

令和２年度の公文書の公開および個人情報の運用状況をお知らせします

総務課総務法制係　☎ 0824-73-1123
公文書の公開と個人情報の運用状況

※表の件数はいずれも令和３年３月31日現在のものです。

　公文書の公開請求などの状況

請求を受けた
実施機関

請求
件数

公開・非公開などの内訳 審査
請求
件数公開 部分

公開 非公開 在否応
答拒否

市長 159 21 38 46 54 －
教育委員会 21 7 － 6 8 －
選挙管理委員会 5 1 － 2 2 －
監査委員 4 － － 2 2 －
公平委員会 4 － － 2 2 －
農業委員会 4 － － 2 2 －
固定資産評価
審査委員会 4 － － 2 2 －

水道事業管理者 4 － － 2 2 －
病院事業管理者 4 － － 2 2 －
議会 5 － 1 2 2 －

合計 214 29 39 68 78 －

　個人情報ファイルの届け出件数および自己情報開示
　などの請求件数

実施機関区分
ファイル
の届け出

件数

開示
請求
件数

開示・非開示などの内訳 審査
請求
件数開示 一部

開示 非開示

市長 359 13 － 10 3 －
教育委員会 190 2 － － 2 －
選挙管理委員会 2 － － － － －
監査委員 2 － － － － －
公平委員会 1 － － － － －
農業委員会 5 － － － － －
固定資産評価
審査委員会 3 － － － － －

水道事業管理者 8 － － － － －
病院事業管理者 4 － － － － －
議会 2 1 － － 1 －

合計 576 16 － 10 6 －

　
　
　

 

救
命
講
習
の
定
期
開
催

　

庄
原
消
防
署
は
、
救
命
講
習
の
受
講
を

希
望
す
る
人
を
対
象
に
、
次
の
日
程
で
救

命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

◆
講
習
の
種
類

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
３
時
間
）

◆
と
き

▪
９
月
12
日
㈰

▪
令
和
４
年
３
月
12
日
㈯

◆
申
込
期
間

各
開
催
日
の
１
カ
月
前
～
２
週
間
前

◆
申
込
先

庄
原
消
防
署

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の

状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
庄
原
消
防
署
救
急
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

  

危
険
物
安
全
週
間

　

６
月
６
日
㈰
～
12
日
㈯
の
１
週
間
は
、

「
危
険
物
安
全
週
間
」
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど

の
身
近
な
危
険
物
の
知
識
を
深
め
、
適
切

な
取
り
扱
い
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

庄
原
消
防
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
０
０
５

　
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　
本
年
も
梅
雨
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
こ
の
季
節
は
、
降
水
量
の
増
加
に

伴
い
、
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
ま

り
ま
す
。
も
し
も
の
時
に
落
ち
着
い
て
行

動
す
る
た
め
に
、
次
の
準
備
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。　

▼
家
族
や
職
場
で
防
災
対
策
に
つ
い
て
話

し
合
う

・
災
害
時
の
連
絡
手
段
の
確
認

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
危
険
な
場
所
の
確
認

・
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
の
確
認　
　
　

▼
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備

・
貴
重
品
（
現
金
、
通
帳
、
印
鑑
な
ど
）

・
飲
料
水
、
食
料

・
懐
中
電
灯
、
電
池
、
ラ
ジ
オ

・
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
、
ろ
う
そ
く

・
救
急
セ
ッ
ト
、
衣
類
、
防
災
頭
巾

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
マ
ス
ク
、
タ
オ
ル

・
ポ
リ
袋
、
ち
り
紙
、
歯
磨
き
セ
ッ
ト　

▼
早
め
の
避
難
と
感
染
防
止
対
策

　

気
象
警
報
、
避
難
情
報
な
ど
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
台
風
や
豪
雨

の
時
に
は
正
確
な
情
報
を
収
集
し
、
早
め

に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
で
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

手
洗
い
・
う
が
い
の
徹
底
、
会
話
は
最
低

限
の
も
の
に
留
め
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
関
連
記
事
：
12
～
13
ペ
ー
ジ
）

令和３年度危険物安全週間推進標語　　「事故ゼロへ　トライ重ねる　ワンチーム」

 17　2021.6 ／広報しょうばら



☆ほのぼのネット７月の行事予定☆
とき 内容 申込期限 ところ

出張相談 ７月 10 日㈯
10 時～ 12 時

▪妊娠・出産・子育てに関する情報提供や相談
▪母子健康手帳の交付

７月９日㈮
17時まで

庄原ひだまり広場
西本町2-12-8
☎0824-75-0222

※参加を希望する人はほのぼのネットへご連絡ください。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・延期となる場合があります。

　ほのぼのネットは、安心して妊娠・出産・子育てが
できるように、さまざまな相談に応じ、必要な情報・
サービスの提供を行います。このページで皆さんに子
育てに関する情報をお伝えします。

【問い合わせ】　ほのぼのネット（子育て世代包括支援センター）　☎0824-73-1214

　
　

「
児
童
手
当
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
の
生
活
を
支
援
し
、
次
世
代
の
社
会
を

担
う
児
童
の
健
全
育
成
を
目
的
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

受
給
に
は
、
毎
年
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い

る
人
は
、
５
月
末
に
ご
自
宅
に
郵
送
し
た

「
児
童
手
当
現
況
届
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、６
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
が
な
い
場
合
は
、６
月
分
以
降
、

届
け
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　
　

　
　

【
制
度
内
容
】

支
給
対
象

　

中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
）の
間
に
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

支
給
期
間

　

原
則
と
し
て
申
請
の
翌
月
分
か
ら
15
歳
到
達
後
の
最

初
の
３
月
分
ま
で
。

支
給
月
額

◆
３
歳
未
満　

１
万
５
千
円
（
一
律
）

◆
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前　

１
万
円

（
第
３
子
以
降
※　

１
万
５
千
円
）

◆
中
学
生　

１
万
円
（
一
律
）

　

た
だ
し
、
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
の
所
得
が
限
度
額
以

上
の
場
合
は
、
特
例
給
付
と
し

て
児
童
１
人
当
た
り
月
額
一
律

５
千
円
を
支
給
。（
所
得
制
限
は

表
を
参
照
）

※
18
歳
以
下
の
養
育
し
て
い
る

子
か
ら
第
１
子
と
数
え
ま
す
。

（
こ
の
場
合
の
18
歳
と
は
当
該
年

度
の
３
月
末
ま
で
に
満
18
歳
と

な
る
子
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。）

支
給
時
期

　

原
則
、
毎
年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
前
４
カ
月
分
を

ま
と
め
て
支
給
し
ま
す
。

※
公
務
員
の
人
は
、
職
場
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室

（
西
城
支
所
は
し
あ
わ
せ
館
）

扶養親族などの数 所得制限限度額 収入額の目安
０人 622万円 833万3千円
１人 660万円 875万6千円
２人 698万円 917万8千円
３人 736万円 960万円
４人 774万円 1002万1千円
５人 812万円 1042万1千円

育
児
相
談

　

育
児
相
談
は
、
乳
幼
児
の
身
長
、
体

重
な
ど
を
測
定
し
た
り
、
育
児
に
関
す

る
困
り
ご
と
や
不
安
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

誰
で
も
参
加
で
き
、
子
ど
も
同
士
、

保
護
者
同
士
の
交
流
の
場
で
も
あ
り
ま

す
。

　

栄
養
士
、
助
産
師
、
保
健
師
な
ど
が

関
わ
っ
て
実
施
し
て
お
り
、
心
配
な
こ

と
が
あ
る
場
合
は
一
緒
に
考
え
、
必
要
に

応
じ
て
相
談
の
場
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
気
に
な
る
こ
と
や
心
配
な
こ
と

な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

育児相談日程
地域 とき ところ
庄原 毎月第２火曜日

10時～12時 庄原ひだまり広場

西城

偶数月第３火曜日
10時30分～12時 西城キッズルームひよこ

奇数月第２木曜日
10時～12時 西城保健福祉センター

東城 毎月いずれかの水曜日
10時～11時30分 東城こどもの館

口和 毎月第４木曜日
10時～12時 口和保健福祉センター

高野
毎月第１火曜日

（第２火曜日の場合あり）
10時～12時

高野保健福祉センター

比和 毎月いずれかの金曜日　
10時～12時

比和子育て支援センター
または
比和ふれあいセンター

総領 毎月第２火曜日　
10時～12時 総領子育て支援センター

※祝日などにより、変更となる場合があります。
※詳しくは保健医療課母子保健係（☎0824-73-1214）または
　各支所地域振興室・市民生活室へお問い合わせください。

広報しょうばら／ 2021.6　18
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●市内のイベントやまちの話題をお届けします。 行政管理課広報統計係 ☎0824-73-1159／Fax0824-72-3322
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表彰状を手に喜ぶ渡邊謙正さん

　
「
８
０
２
０
達
成
者
表
彰
事
業
」

は
、
庄
原
市
歯
科
衛
生
連
絡
協
議
会

の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
を
20
本
以
上

保
っ
て
い
る
人
を
表
彰
し
、
歯
の
健

康
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
ま

す
。

　

達
成
者
表
彰
は
前
期
と
後
期
の
年

２
回
行
い
、
昨
年
度
の
受
賞
者
は
21

人
で
し
た
。

　

歯
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
健
康

の
維
持
・
増
進
と
、
老
後
の
生
活
の

質
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　
「
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
が

自
分
の
歯
！
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

歯を大切に
8020達成者表彰事業

保健
医療課

　

本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
集
団
接
種
が
４
月
22
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
集
団
接
種
の
対
象
者
は
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
、
市
内
７
会
場
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

接
種
会
場
で
は
、
基
本
的
な
感
染
症
対

策
に
加
え
、
会
場
で
の
３
密
（
密
閉
・
密

集
・
密
接
）
を
防
止
す
る
た
め
、
接
種
を

完
全
予
約
制
で
実
施
し
、
時
間
も
30
分
ご

と
に
区
切
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
師
に

よ
る
接
種
前
の
診
察
や
、
接
種
後
の
副
反

応
対
策
と
し
て
体
調
観
察
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

６
月
30
日
ま
で
に
、
約
１
万
５
０
０
人

の
接
種
を
予
定
し
て
お
り
、
65
歳
以
上
の

人
口
の
約
70
％
が
接
種
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
65
歳
未
満
の
人
は
７
月
以
降

に
接
種
を
予
定
し
て
お
り
、
接
種
対
象
者

へ
７
月
末
ま
で
に
接
種
券
を
送
付
し
ま

す
。

　

今
後
の
接
種
に
関
す
る
情
報
は
広
報

し
ょ
う
ば
ら
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
関
連
ペ
ー
ジ
：
15
ペ
ー
ジ
）

新型コロナウイルスワクチン接種の開始
65 歳以上を対象とした集団接種

庄原市新型コロナウイルス
感染症対策本部

医師による接種前の診察

接種会場入口で検温を実施

（
庄
原
地
域
）

渡
邊　

謙
正
・
髙
木　

勉
子

保
田　
　

巧
・
瀬
尾　

伸
二

渡
邊　

俊
惠
・
山
崎　

宰
江

（
西
城
地
域
）

田
中
サ
ダ
コ
・
片
山　

良
子

鑄
鍋　

豊
司
・
伊
達
千
鶴
子

山
本　

智
里
・
中
村　

明
子

藤
﨑
ト
メ
子

（
東
城
地
域
）

松
榮
美
榮
子
・
佐
藤
紀
美
子

柳
生　

建
三
・
田
邉　

清
子

（
総
領
地
域
）

田
村　

義
人
・
中
田　

玉
江

田
上
ト
シ
ヱ

※
同
意
を
得
た
人
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。

保健師による接種後の体調観察 ワクチン接種の様子

令和２年度８０２０達成者表彰者（順不同・敬称略）
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２年ぶりの開催
　帝釈峡湖水開き・4/29

新緑に彩られた神龍湖で「第53 回帝釈峡湖水開き」が
行われました。

昨年は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
となりましたが、本年は検温やマスクの着用などの予防
対策を実施の上、２年ぶりの開催となりました。
「トレイルセンターしんりゅう湖」では、比婆荒神神楽

や帝釈峡小唄などのステージイベントや、地元食材を
使った料理などのフードブースも開設されました。また
湖面では、帝釈峡の雄大な自然の中、龍をかたどった２隻
の遊覧船が紅白の煙を吐きながら登場しました。

訪れた人たちは「龍船の登場はとても迫力があった」
などと話し、２年ぶりに開催された湖水開きを楽しんで
いました。

№１

▲龍船が煙を吐きながら大迫力で登場

▲帝釈峡小唄

芸備線の利用促進策に協力を
芸備線対策協議会がＪＲに協力要請

市民
生活課

▲エレクトーン演奏とサックス演奏によるステージライブ

　

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
沿
線
の
４
市（
三
次
市
、

広
島
市
、
安
芸
高
田
市
、
庄
原
市
）
で

構
成
す
る
芸
備
線
対
策
協
議
会
は
、
５

月
19
日
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
広
島
支
社
へ
、

芸
備
線
の
存
続
の
た
め
に
実
施
す
る
利

用
促
進
策
に
対
す
る
協
力
を
要
請
し
ま

し
た
。

　

要
請
書
で
は
、
Ｊ
Ｒ
線
を
活
用
し
、

県
内
循
環
型
の
経
済
圏
の
構
築
を
目
指

す
た
め
、
沿
線
自
治
体
お
よ
び
沿
線
住

民
と
Ｊ
Ｒ
が
一
丸
と
な
っ
て
利
用
促
進

策
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
に
連
携

と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

要
請
書
を
渡
し
た
後
の
会
談
で
、
木

山
耕
三
市
長
は
「
本
市
に
と
っ
て
鉄
道

は
、
住
民
生
活
の
重
要
な
基
盤
で
あ
る

と
と
も
に
、
地
域
間
交
流
の
大
切
な

ツ
ー
ル
（
手
段
）
と
な
っ
て
い
る
。
と

も
に
利
用
促
進
に
取
り
組
み
、
魅
力
あオンラインにより実施された協力要請

協力を呼び掛ける木山市長

る
交
通
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

市
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

芸
備
線
の
利
用
促
進
に
取
り
組
む
た

め
、
運
賃
や
駅
イ
ベ
ン
ト
へ
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
親
子
乗
車
体

験
事
業
や
車
窓
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
を
準
備
中
で
す
。

　

ま
た
、
芸
備
線
対
策
協
議
会
で

は
、
昨
年
実
施
し
た
「
芸
備
線
お
も

て
な
し
マ
ル
シ
ェ
」
な
ど
の
利
用
促

進
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
芸
備
線

を
守
る
た
め
、
芸
備
線
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。
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西日本初の試み
　ドローンによる「リンゴの人工授粉研修会」・4/22～23

庄原市果樹振興協議会が主催する「リンゴの人工授
粉研修会」が、東城町と高野町で開催され、30 人が参加
しました。この研修会では、西日本で初めてドローンを
使った人工授粉の実験が行われ、リンゴの花が咲く農
地内で、花粉を混ぜた溶液が散布されました。

一般的にはハチを使った授粉が行われていますが、
ハチの活動状況や、天候に左右される面がありました。
また、作業の効率化や人手不足の解消など、リンゴの安
定的な生産のため、ドローンを活用した人工授粉の実
用化が期待されています。

参加者は「価格が高いなど問題はあるが、安定的に
良いリンゴを届けるためにドローンは活躍する可能性
がある」と話しました。

▲農地内を飛ぶドローンと見学するリンゴ農家の皆さん

№３
大盛況の周年祭
　第８回雪どけまつり・4/24～25

　道の駅たかので「第８回雪どけまつり～道の駅たか
の周年祭～」が開催され、たくさんの来場者でにぎわ
いました。
　駅舎周辺では「道の駅たかの出荷者協議会」会員に
よる、地元産食材を使った惣菜・スイーツなどの販売
が行われたほか、島根県・岡山県・広島県の道の駅、
約 20 店舗から自慢の逸品が集まったＰＲブースも設
けられました。また、除雪車などの働く車の展示や、
ＪＡＦ（一般社団法人日本自動車連盟）広島支部によ
る子ども安全免許証交付イベントなどもあり、子ども
たちの元気な声が聞かれました。
　来場者は「庄原市の“食”を満喫できた。今度はゆっ
くり観光スポットを巡ってみたい」と話しました。

▲道の駅 PR ブースの様子

▲比和の特産市場

▶特産市場の敷地内にある

あづま蔓の牛像

　あづま蔓
つ る

の牛像がシンボルの「比和の特産市場」が、
本年もオープンを迎えました。比和町木屋原地域にあ
るこの特産市場は、４月～12 月の土・日曜日（午前中）
に営業しており、アルコール消毒液やレジにビニール
シートを設置するなど、感染対策を行いながらのオー
プンとなりました。
　店内には、つきたてのお餅や地域で取れた新鮮な野
菜など、多くの産品が並んだほか、この時季ならではの
食材である、ミツバウツギやハナイカダ、ユキノシタな
ど10 種類以上の山菜も店頭をにぎわせました。
　午前８時のオープン直後から、たくさんの人が来店
し、柏餅などすぐに完売する人気商品もありました。
　山菜を買いに訪れた地
域の人は「今日は早速、
この山菜を天ぷらにして
食べたい」と話し、春の味
覚を楽しみにしている様
子でした。

▲店内に並ぶ山菜や野菜

本年もオープン！
　比和の特産市場・4/25 №２

№４
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　永田地域　こいのぼり

命を守るために
　交通安全教室・4/28

総領小学校で交通安全教室が行われ、児童 46 人が
参加しました。この日はあいにくの雨だったため、運
動場ではなく体育館での講習となりました。

講習では映像を見たり、交通安全協会総領分会の
中
な か た

田博
ひ ろ あ き

章さんから「自転車に乗る時のルール」につい
て話を聞いたりしました。また、庄原警察署総領警察
官駐在所の大

お お の

野降
こ う じ

司警部補と一緒に、道路を渡る時の
注意点や、道路にどんな危険があるかの確認、自転車
に乗る前の点検について学びました。

同小学校の高
こ う げ

下一
か ず し

志校長は「交通ルールを守ること
は、命を守ることにつながる。自転車の点検や、安全
な歩き方の確認ができたので、事故に遭わないために、
登下校にも生かしてもらいたい」と話しました。

▲交通安全教室の様子

大きく育て！
　トウモロコシ種まき体験・5/10

食育教室の一環として、西城町油木地区でトウモロ
コシ種まき体験が行われ、西城小 3 年 18 人が参加し
ました。食育とは、さまざまな経験を通じて「食」に
関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食
生活を実践することができる人を育てることです。

児童は、前油木営農組合長の髙
た か は ら

原芳
よ し の り

典さんから、こ
の日植えるトウモロコシの種類や植え方について説明
を受けた後、カップに分けられた種を持って畑に入っ
ていきました。最初は慣れない様子で作業をしていた
児童でしたが、地域の人からアドバイスをもらいなが
ら、一生懸命広い畑に植え付けました。

8 月ごろには、大きく育ったトウモロコシを収穫す
る予定です。

▲種を植える児童

№７№８

来館者500万人達成！
　ゆめさくら 500 万人達成記念式典 4/23

食彩館しょうばらゆめさくらの、来館者500 万人の
達成を記念する式典が開催されました。

平成14 年４月開業のゆめさくらは、野菜産直市、物
販コーナー、展示スペースなどを備えており、オープン
から丸19 年での達成となりました。

500 万人目の来館者は、広島市東区在住の受
う け だ

田さん
夫妻で「記念すべき節目に当たりうれしい。機会があ
ればまた寄りたい」と喜びました。

施設を管理するグリーンウインズさとやまの奥
お く い

井
智
と も ひ ろ

裕社長は「地元だけでなく、広域からもっと多くの
方にお越しいたただけるよう、力を入れていきたい」と
話しました。

子どもの健やかな成長を願い

　永田ふれあい自治会が、口和町永田地域の「いきい
き広場」にこいのぼりを掲げました。これは同自治会が
子どもたちの健やかな成長を願い、７年前から端午の
節句の時期に行っています。
　掲げられているこいのぼりは、子どもの成長ととも
に使われなくなったものを、地域の人たちが持ち寄り、
現在では11 匹となっています。青や赤、黒などの色と
りどりのこいのぼりが、風に揺られながら悠々と泳ぎ、
見る人を楽しませました。
　広場利用者は「たくさんのこいのぼりは迫力があり、
彩りもとてもきれいだった」と話しました。

№６ №５

▲風になびくこいのぼり ▲受田さん夫妻（写真下段中央）と記念撮影



おお知らせ知らせ

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業母子保健事業　●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付
７月５日㈪・26日㈪
８時30分～17時15分 保健医療課母子保健係

特になし
支所は随時（保健医療課、支所
ともに事前連絡が必要）

７月10日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

育児相談 ７月13日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内）母子健康手帳

事前予約が必要。支所での相
談を希望する方はお問い合わ
せください。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 ７月６日㈫・20日㈫
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ７月８日㈭13時30分～15時30分 西城支所
東城 ７月１日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター
総領 ７月14日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ７月15日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ７月15日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 ７月14日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 ７月９日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　東城 ６月25日㈮13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

庄原「とんぼ」７月６日㈫13時30分～15時
庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター
☎ 0824-73-1165

西城「コスモスカフェ」７月１日㈭13時30分～15時
西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
６月22日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

比和「あしたのカフェ」７月13日㈫13時30分～15時
比和温泉施設
あけぼの荘

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定期相談会 庄原 ７月12日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 知的 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

療 育 手 帳
巡回判定会

庄原 ７月15日㈭10時～16時 市役所本庁舎２階会議室 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

東城 ７月８日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者
補装具判定会 肢体 ７月15日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 ７月20日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

※
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
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募　
　

集

催　
　

し

県
立
広
島
大
学　
　
　
　
　

市
民
公
開
講
座

　
「
人
文
学
の
知
、
人
文
学
の
力
」

を
テ
ー
マ
に
公
開
講
座
を
行
い
ま

す
。

と
き
・
内
容 

◆
第
１
回　

６
月
24
日
㈭

13
時
～
14
時
30
分

「
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
た
文
学
作

品
に
み
る
『
古
典
知
』
の
形
成
と

展
開
」

講
師　
西
本
寮
子
教
授

◆
第
２
回　

７
月
２
日
㈮

13
時
～
14
時
30
分

「
現
代
ア
メ
リ
カ
文
学
と
『
食
』」

講
師　
栗
原
武
士
准
教
授　

◆
第
３
回　

７
月
９
日
㈮

13
時
～
14
時
30
分

「
中
国
思
想
を
／
か
ら
考
え
る
」

講
師　
工
藤
卓
司
准
教
授

◆
第
４
回　

７
月
16
日
㈮

13
時
～
14
時
30
分

「
ロ
ー
マ
字
か
ら
見
え
て
く
る
も

の
」

講
師　
河
村
和
也
准
教
授

と
こ
ろ　
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

※
本
年
は
、
例
年
と
開
催
場
所
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

募
集
定
員　
30
人

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
配
信
講
座
に
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
４

放
送
大
学
10
月
生

　

放
送
大
学
は
、
本
年
度
第
２
学

期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

　

放
送
大
学
で
は
、
10
代
か
ら
90

代
の
幅
広
い
世
代
か
ら
な
る
約

9
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で

い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
授
業
を
行
っ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
学
生
は
そ
の
授
業

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
、
好
き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は

１
万
１
千
円
（
入
学
金
は
別
）。

半
年
ご
と
に
、
学
ぶ
だ
け
の
授
業

料
を
支
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
半

年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

　

ま
た
、
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
広
島

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

出
願
期
間　

６
月
10
日
㈭
～
９
月
14
日
㈫

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
２
‐
２
４
７
‐
４
０
３
０

税
務
職
員

　

国
税
庁
は
、
税
務
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
募
集
要
項
は
次
の

と
お
り
で
す
。

受
験
資
格

①
令
和
３
年
４
月
１
日
時
点
で
、

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

（
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
卒

業
し
た
人
が
該
当
）
お
よ
び
令
和

４
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
に
準

ず
る
と
認
め
る
人

試
験
の
程
度　
高
校
卒
業
程
度

申
し
込
み
方
法

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
専

用
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.jinji-

shiken.go.jp/juken.
htm

l

○
郵
送
・
持
参

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が

で
き
な
い
場
合
は
、
第
１
次
試
験

地
を
管
轄
す
る
人
事
院
地
方
事
務

局
に
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
申

込
書
を
提
出

※
採
用
を
希
望
す
る
地
域
の
試
験

を
全
国
の
ど
こ
の
試
験
地
で
も
受

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

６
月
21
日
㈪
９
時
～
30
日
㈬

（
６
月
30
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
み

デ
ー
タ
を
受
信
完
了
し
た
も
の
に

限
る
）

○
郵
送
・
持
参

６
月
21
日
㈪
・
22
日
㈫

（
６
月
22
日
㈫
ま
で
の
通
信
日
付

印
有
効
）

第
１
次
試
験

○
試
験
日　

９
月
５
日
㈰

○
試
験
地　

人
事
院
中
国
事
務
局

が
管
轄
す
る
試
験
地
は
、鳥
取
市
・

松
江
市
・
岡
山
市
・
広
島
市
・
山

口
市

○
試
験
種
目　

基
礎
能
力
試
験
・

適
性
試
験
・
作
文
試
験

第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

10
月
７
日
㈭

問
い
合
わ
せ

広
島
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二
課

試
験
研
修
係

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
‐
30　

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

庄
原
税
務
署
総
務
課

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
３
０
３

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.nta.

go.jp/

※
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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おお知らせ知らせ

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術　

専
門
校
体
験
入
学
・
10
月
入
校

仕
事
体
験
入
学
者
の
募
集

　

自
動
車
整
備
・
板
金
溶
接
・
建

築
大
工
・
介
護
の
仕
事
体
験
入
学

が
で
き
ま
す
。

と
き

①
７
月
28
日
㈬

②
８
月
26
日
㈭

９
時
～
11
時
30
分
（
各
１
回
）　

と
こ
ろ　
広
島
県
立
三
次
高
等
技

術
専
門
校
（
三
次
市
十
日
市
南
六

丁
目
14
‐
１
）

対
象　
中
学
校
、
高
等
学
校
の
生

徒
お
よ
び
一
般
求
職
者

申
し
込
み
方
法

　

参
加
申
込
書
に
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間

①
７
月
１
日
㈭
～
21
日
㈬

②
７
月
１
日
㈭
～
８
月
19
日
㈭

※
希
望
者
が
多
い
と
き
は
、
先
着

順
と
し
ま
す
。

10
月
入
校
生
募
集

　

10
月
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科

介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
６
カ
月
・
年

齢
制
限
な
し
）

※
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
受
付
期
間

７
月
１
日
㈭
～
８
月
19
日
㈭

選
考
日　
９
月
２
日
㈭

【
特
典
】
雇
用
保
険
受
給
者
で
、

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
）
の
指
示
に
よ
り
入
校
し
た
人

に
は
、
訓
練
修
了
日
ま
で
受
給
期

間
が
延
長
さ
れ
る
ほ
か
、
諸
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

障
害
者
委
託
訓
練
生

コ
ー
ス
名

Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
在
宅
ワ
ー
ク
コ
ー
ス

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

自
宅
で
の
通
信
訓
練
で
す
。

対
象
者　
重
度
障
害
者
な
ど

※
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
に
求
職
登
録
し
て
い
る

人定
員　
４
人

訓
練
委
託
先

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
だ
い
ち

申
込
期
間

①
７
月
30
日
㈮
ま
で

②
８
月
２
日
㈪
～
10
月
29
日
㈮

訓
練
期
間
（
３
カ
月
間
）

①
９
月
開
始　

②
12
月
開
始

申
し
込
み
方
法

　

住
所
地
の
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
応
募
用
紙
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
費
用

　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教
科

書
代
な
ど
の
実
費
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
８
２
‐
２
５
４
‐
１
７
６
６

庄
原
市
斎
場（
和な

ご
み

の
丘
）に

つ
い
て

　

４
月
号
に
引
き
続
き
、
問
い
合

わ
せ
の
多
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て

シ
リ
ー
ズ
で
お
答
え
し
ま
す
。

　

今
回
は
式
場
な
ど
を
使
用
す
る

際
の
手
続
き
に
つ
い
て
で
す
。

▼
式
場
な
ど
の
部
屋
を
使
用
す
る

際
の
手
続
き
を
教
え
て
ほ
し
い

　

市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
係
で
、
斎
場

使
用
申
請
と
併
せ
て
各
部
屋
の
使

用
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
申
請
に
は
、
印
鑑（
認
印
可
）

お
よ
び
使
用
料
の
納
付
が
必
要
で

す
。

▼
通
夜
の
た
め
に
式
場
や
遺
族
控

式
場
や
遺
族
控

室室
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
る
か

　

葬
儀
で
午
前
に
式
場
を
利
用
す

る
場
合
に
限
り
、
通
夜
の
た
め
に

使
用
で
き
ま
す
。

①
式
場
は
、
葬
儀
前
日
17
時
30
分

か
ら
21
時
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

②
遺
族
控
室
は
、
葬
儀
前
日
17
時

30
分
か
ら
当
日
８
時
30
分
ま
で
使

用
で
き
ま
す
。
な
お
、
式
場
を
使

用
せ
ず
、
遺
族
控
室
の
み
を
使
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
①
②
と
も
、
使
用
料
が
か
か
り

ま
す
。

▼
葬
儀
で
式
場
を
使
用
す
る
間
、

遺
族
控
室
を
利
用
で
き
る
か

　

葬
儀
で
式
場
を
使
用
す
る
際

は
、
そ
の
間
、
遺
族
控
室
を
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

令
和
３
年
度　
　
　
　
　
　

補
助
犬（
盲
導
犬
）給
付
事
業

　

広
島
県
視
覚
障
害
者
団
体
連
合

会
は
、
補
助
犬（
盲
導
犬
）
を
給

付
し
ま
す
。（
給
付
頭
数
は
県
内

で
1
頭
）

対
象
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

①
県
内（
広
島
市
を
除
く
）
に
１

年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

③
視
覚
障
害
の
等
級
が
１
級
ま
た

は
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
こ
と

④
そ
の
他
、
連
合
会
が
定
め
た
基

準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

申
請
窓
口

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

問
い
合
わ
せ

広
島
県
視
覚
障
害
者
団
体
連
合
会

☎
ＦＡＸ
０
８
２
‐
２
２
９
‐
２
３
２
０

そ  

の  

他

▲和の丘　式場 ▲和の丘　遺族控室
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梅
雨
前
に
は
農
地
・
農
業
用

施
設
の
点
検
を

　

梅
雨
時
期
に
入
る
と
大
気
の
状

態
が
不
安
定
に
な
り
、
雨
が
降
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
市
内
に
は
古

い
た
め
池
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

堤
体
に
草
木
が
茂
っ
て
い
る
と
、

堤
体
の
ひ
び
割
れ
や
漏
れ
が
見
つ

け
に
く
く
な
り
ま
す
。
災
害
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
点
検
・
管
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
災
害
が
起
こ
っ
た
ら

農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧

の
対
象

　

現
在
耕
作
さ
れ
て
い
る
農
地

（
田
・
畑
）、
た
め
池
、
頭と

う
し
ゅ
こ
う

首
工
、
用
・

排
水
路
、
農
道
な
ど

災
害
の
対
象
と
な
る
条
件

◆
24
時
間
雨
量
80
ミ
リ
以
上

◆
時
間
雨
量
20
ミ
リ
以
上

◆
１
カ
所
の
工
事
費
用
が
40
万
円

以
上
の
も
の

◆
農
業
用
施
設
は
利
用
者
が
２
戸

以
上
の
も
の

◆
被
災
し
た
農
地
・
農
業
用
施
設

を
、
日
頃
か
ら
適
正
に
管
理
し
て

い
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
こ
と

（
日
誌
・
写
真
な
ど
）

地
元
の
分
担
金

①
農
地
…
復
旧
事
業
費
の
４
％

※
農
地
に
つ
い
て
は
補
助
限
度
額

が
あ
り
、
限
度
額
を
超
え
る
場
合

に
は
分
担
金
４
％
に
加
え
、
自
己

負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

②
農
業
用
施
設
…
復
旧
事
業
費
の

２
％

※
①
②
い
ず
れ
も
、
工
事
着
手
前

に
納
付
が
必
要
で
す
。
激
甚
災
害

に
指
定
さ
れ
た
場
合
は
、
分
担
金

が
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

災
害
発
生
時
の
連
絡
先

建
設
課
農
林
施
設
復
旧
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
１
７

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
産

業
建
設
室

※
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
早
急

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
期
間
が
過

ぎ
る
と
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ダ
ム
の
放
流
に
よ
る　
　
　

増
水
に
注
意

　

本
年
も
出
水
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
川
で
の
作
業
や
釣
り
、

子
ど
も
の
水
遊
び
な
ど
に
は
、
十

分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ダ
ム
の
放
流
を
知
ら
せ
る
サ
イ

レ
ン
が
鳴
っ
た
と
き
に
は
、
川
の

水
が
短
時
間
で
急
激
に
増
え
ま
す

の
で
、
直
ち
に
川
か
ら
上
が
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

中
国
電
力
株
式
会
社

☎
０
８
６
６
‐
42
‐
４
５
３
３

令和３年度　中国・四国ブロック緊急消防援助隊合同訓練を実施します

とき　　11月６日㈯・７日㈰
ところ　ひろしま県民の森、道後山高原クロカンパーク　　　　口和総合運動公園、田総の里スポーツ公園　ほか

◆市民の皆さんへのお願い
　訓練では、中国・四国地区９県の消防機関が三次市・庄原市に集結し、大規模な訓練を複数の会場で実施します。
豪雨災害を想定して、特殊装備を備えた部隊やヘリコプター部隊も多数参加します。これに伴い、ヘリコプターに
よる騒音や多数の消防車両が隊列を組んで走行するなど、皆さんには大変ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協
力をお願いします。
　なお、訓練の詳細や見学に関する情報は、備北消防ホームページなどでお知らせします。

◆問い合わせ　備北地区消防組合消防本部警防課　☎ 0824-63-9575　ＦＡＸ 0824-63-3129
　　　　　　　備北消防ホームページ　http://www.119-bihoku.jp/

備北消防
ホームページ
はこちら☞

　緊急消防援助隊とは、1995年に発生した阪神 ･淡路大震災を契機に、被災地の消防力のみで対応困難な大規模・
特殊な災害の発生に際して、発災地の市町村長・都道府県知事からの要請あるいは消防庁長官の指示により出動す
る、都道府県単位の消防応援部隊です。緊急消防援助隊は、災害に備え各ブロックで毎年訓練を実施しています。
広島県で開催されるのは、10年ぶり４度目、備北地域では初開催です。

口和総合運動公園●

●灰塚ダム

●
道後山高原クロカンパーク

十日市親水公園●

ひろしま県民の森●

田総の里スポーツ公園
　　●

安芸高田会場●

訓練実施場所
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おお知らせ知らせ

第
20
回
広
島
県
小
学
生　
　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
５
月
３
日
／
東
広
島
市
）

●
男
子
形
個
人
６
年

第
２
位

川
本　
　

嵐
（
庄
原
小
６
年
）

●
女
子
組
手
個
人
４
年

第
２
位

藤
谷　

桃
羽
（
板
橋
小
４
年
）

●
女
子
組
手
個
人
６
年

第
３
位

三
上　

那
奈
（
板
橋
小
６
年
）

第
26
回
広
島
県
中
学
生　
　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
５
月
４
日
／
東
広
島
市
）

●
女
子
組
手
個
人
１
年

第
１
位

新
井　
　

梓
（
庄
原
中
１
年
）

●
女
子
組
手
団
体

第
２
位

庄
原
中
学
校

※
「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係
（
☎
０
８
２
４
‐
73

‐
１
１
５
９
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

第
40
回
全
国
高
等
学
校　
　

空
手
道
選
抜
大
会

（
３
月
24
日
～
26
日
／
東
京
都
渋

谷
区
）

●
女
子
団
体
組
手

第
１
位

新
井　
　

椿（
高
松
中
央
高
１
年
・

板
橋
町
）

第
37
回
広
島
県
少
年
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
３
月
20
日
／
三
原
市
）

第
３
位

県
北
ラ
グ
ビ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
（
五

日
市
と
合
同
チ
ー
ム
で
出
場
）

県
大
会

全
国
大
会

広告

公益財団法人広島県市町村振興協会
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広告

初
夏
の
花
暦

初
夏
の
花
暦

●
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

【
開
花
時
期
】
６
月
上
旬
～
中
旬

【
と
こ
ろ
】

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷
前
水

路
、
小
川
沿
い

●
サ
サ
ユ
リ

【
開
花
時
期
】
６
月
上
旬
～
下
旬

【
と
こ
ろ
】

ひ
ば
の
里　

古
代
た
た
ら
工
房
前

み
の
り
の
里　

サ
サ
ユ
リ
保
全
地

●
ア
ジ
サ
イ

【
開
花
時
期
】

６
月
下
旬
～
７
月
上
旬

【
と
こ
ろ
】

ひ
ば
の
里　

ア
ジ
サ
イ
園

※
天
候
に
よ
り
、
開
花
期
間
や
見

頃
の
時
期
が
変
動
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
エ
リ
ア　

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
エ
リ
ア　

オ
ー
プ
ン
！

オ
ー
プ
ン
！

　

広
島
県
最
大
の
た
め
池
“
国
兼

池
”
で
ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　
10
月
31
日
㈰
ま
で

６
・
9
・
10
月
は
９
時
30
分
～
15
時

7
・
8
月
は
９
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ

北
入
口
サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
最
寄
り
駐
車
場　

第
５
駐
車
場
）

料
金

▼
基
本
料
金
（
３
時
間
）

大
人　

６
０
０
円

中
学
生
以
下　

３
０
０
円

▼
延
長
料
金
（
１
時
間
毎
）

大
人　

２
０
０
円

中
学
生
以
下　

１
０
０
円

▼
レ
ン
タ
ル
品

ル
ア
ー
・
ロ
ッ
ド
の
セ
ッ
ト　

千
円

※
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
な
ど
に
よ

り
、
変
更
・
延
期
・
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報

は
、
電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム
・　
　

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム
・　
　

ク
ワ
ガ
タ
ハ
ウ
ス
公
開
！

ク
ワ
ガ
タ
ハ
ウ
ス
公
開
！

　

中
国
地
方
最
大
級
の
カ
ブ
ト
ム

シ
ド
ー
ム
内
で
「
カ
ブ
ト
ム
シ
」、

ク
ワ
ガ
タ
ハ
ウ
ス
内
で
「
ク
ワ
ガ

タ
ム
シ
」
を
実
際
に
触
れ
て
、
観

察
で
き
ま
す
。

と
き

６
月
26
日
㈯
～
８
月
29
日
㈰

６
月
は
９
時
30
分
～
17
時

（
入
場
は
16
時
ま
で
）

７
・
８
月
は
９
時
30
分
～
18
時

（
入
場
は
17
時
ま
で
）

※
雨
天
・
荒
天
時
は
開
催
を
休
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

の
発
生
状
況
に
よ
り
、
公
開
期
間

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　
い
こ
い
の
森　

カ
ブ
ト

ム
シ
ド
ー
ム

（
最
寄
り
駐
車
場　

第
７
駐
車
場
）

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

「初夏の花物語」「初夏の花物語」
７月11日㈰まで開催中！
　※期間中の月曜日は休園
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おお知らせ知らせ

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

６月・７月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室　「ヨモギ・スオウ染め」
　とき　　６月28日㈪
　　　　　①９時～12時　②13時～16時
　定　員　①②各12人
▶展示・販売＆イベント
○里山のカエル展
　とき　　６月30日㈬まで
○シルバー人材センター（てしごとの会）
　手作り作品の展示・販売
　とき　　６月 19日㈯９時～ 15時
　　　　　７月 17日㈯９時～ 15時
○草木染め教室　作品展示
　とき　　７月 16日㈮～ 26日㈪

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
＜元日本人物画協会会員＞
宮川さんの似顔絵展
とき　７月８日㈭～10日㈯　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 080-6310-0125
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口和町のクジラ化石

口和郷土資料館   ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

　1982（昭和57）年、口和町金田（石谷）の区画整理工事現
場の作業員から、口和町教育委員会に化石が産出したとの連
絡が入り、比婆科学教育振興会、口和町教育委員会、区画整
理工事現場の人たちが、化石を採集しました。
　同年 12 月 14 日に、クジラ、マツカサ（松ぼっくり）、巻
貝の仲間のタマガイ、テングニシ、二枚貝の仲間のアカガイ、
カキ、ウニの仲間のスカシカシパンなどの化石が採集され、
現在当館で展示しています。
　1981（昭和56）年には、門田町から複数のクジラの化石が
発見され、その翌年には口和町からもクジラの化石が発見さ
れました。中国新聞にも「ショウバラクジラの化石　口和で
も発見」「クジラの化石発掘ブーム－広島県北－」と紹介さ
れました。

〇ヒゲクジラの下
か が っ こ つ

顎骨の化石標本
　当館で展示している口和町産のクジラの化石はヒゲクジラ
の仲間で、その下顎骨（下あごの骨）、肋

ろ っ こ つ

骨、椎
つ い こ つ

骨（せきつ
いの骨）です。下顎骨を見ると、歯があればハクジラ（マッ
コウクジラやシャチなど）の仲間ですが、歯がないためヒゲ
クジラ（ナガスクジラやザトウクジラなど）の仲間だと分か
ります。また、椎骨を見ると、一つの椎骨の両側には左右一
つずつ計二つの円盤状の骨

こ っ た ん

端があり、成長していくと椎骨と
骨端がくっついて一つの骨となります。口和町産のクジラの
椎骨は骨端が離れて産出していることから、まだ幼いクジラ
だと考えられます。

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
とき　　７月９日（金） ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

７月

〇当時の口和町の想像図
　このクジラが生息していたころは、今から約 1600 万年前

（新生代新第三紀中新世：鳥類を除く恐竜が絶滅した後で、
ヒトはまだ出現していないころ）で、クジラの化石と一緒に
産出した貝やウニの化石などから、当時の口和町は現在の沖
縄県のような環境だったと考えられています。

執筆：庄原化石集談会会長　古川義雄

　６月 28 日㈪開催予定の「市役所ロビーコンサー
ト」は、新型コロナウイルスの感染拡大を受け、開
催が未定となっています。
　今後の予定については、決定次第、広報しょうば
らやホームページなどでお知らせします。
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休日診療のご案内

●東城地域

６月・７月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

人の動き （庄原市の人口） 

令和３年４月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３３，７９６人（前年比－７４６人）　
男　　１６，１０８人（前年比－３５０人）　
女　　１７，６８８人（前年比－３９６人）
世帯数　１５，３３１世帯（前年比－１２６世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４４３人（前年比０人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１７，３８９人（７，９１２世帯）
○西城地域　　３，１７８人（１，３９０世帯）
○東城地域　　７，２２４人（３，４２９世帯）
○口和地域　　１，８８５人　　（７８１世帯）
○高野地域　　１，６２２人　　（６５４世帯）
○比和地域　　１，２６１人　　（５７６世帯）
○総領地域　　１，２３７人　　（５８９世帯）

６月20日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
27日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180

７月４日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
11日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
18日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151

６月は食育月間
～あなたの食生活を見直してみませんか？～

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

広報日記
▶県内での梅雨入りが宣言されましたね。異例の早
さに驚いています。広報用のカメラにカビが生えな
いか心配です。梅雨入りということで、災害が起こり
やすい季節の始まりでもあります。雨天時には、一人
一人が気象情報や避難情報を小まめに確認し、いつ
でも身を守る行動をとれるように準備しましょう。
避難先での感染症対策にも注意が必要です。
▶５月は、県内での新型コロナウイルスの感染が拡
大し、さまざまなイベントなどが中止となりました。
広報しょうばら６月号内でも、聖火リレーに関する
記事を予定していたのですが、急きょ取りやめにな
るなど編集作業にも影響がありました。今後もさら
なる感染拡大を防ぐため、改めて基本的な感染症対
策を徹底していきましょう。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１５１１
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課管理係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

　「食育」とは、さまざまな経験を通じて、「食」に関する知
識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践する
ことができる人を育てることです。あなたはどれくらい食育
に取り組んでいますか。この機会に、自身の食生活を振り返
り、標準体重や１日に必要なエネルギー量を把握し、今後の
食生活に役立ててください。

食生活を振り返ってみましょう
□ 毎日、朝食を食べている
□ 適正な体重を維持している
□ よく噛んで食べている
□ 地元の伝統料理を知っている
□ 食事の時、栄養バランスに気を付けている
□ 塩分のとりすぎに気を付けている
□ 地元の農産物を食べている
□ 食品は表示を見て買うようにしている
□ 食品の廃棄が少なくなるように意識している
□ お箸の持ち方など食事のマナーに気を付けている
□ 食べる前の「いただきます」、
　 食べた後の「ごちそうさま」を言っている
　※チェック項目を増やすことは、心身ともに健康な食生活
　　を送ることにつながります。また、将来的に生活習慣病
　　予防や健康寿命の延伸につながっていきます。

必要なエネルギー量を把握しましょう
①あなたの標準体重は？
　身長（m）×身長（ｍ）×22＝身長（m）×身長（ｍ）×22＝標準体重（kg）標準体重（kg）
　※標準体重は、最も病気になりにくいとされている体重で
　　す。あなたの体重は標準体重と比較していかがですか。
②身体活動量（体重１kgに必要なエネルギー量）は？
　▪▪20～30kcal・・・軽い労作（デスクワーク）が多い20～30kcal・・・軽い労作（デスクワーク）が多い
　　▪▪30～35kcal・・・立ち仕事が多い30～35kcal・・・立ち仕事が多い
　　▪▪35kcal～ ・・・・・力仕事が多い35kcal～ ・・・・・力仕事が多い
③あなたの１日に必要なエネルギー量は？
　①標準体重（kg）①標準体重（kg）××②身体活動量（kcal）②身体活動量（kcal）

　　　　　　　　　　　＝１日に必要なエネルギー（kcal）　　　　　　　　　　　＝１日に必要なエネルギー（kcal）
　※食品成分表示には必ずエネルギーが記載されています。
　　計算した値を参考にしながら、食品を選びましょう。

レシピ紹介　比婆牛おこわ（４人分）

白米　　１合
もち米　1.5合
比婆牛　100g
ゴボウ　100g

シメジ　　80g
ニンジン　40g
しょうゆ　大さじ２
みりん　　大さじ１

酒　　　大さじ１
砂糖　　大さじ１
だし汁　100cc
水　　　300cc

（材料）　エネルギー：419kcal　塩分：1.4ｇ　野菜の量：55ｇ

①白米ともち米は合わせてとぎ、ざるにあげておく。
②ゴボウはささがきにして水にさらしておく。
③ニンジンは短冊切り、シメジは固い部分を切り取りほぐしてお
　く。比婆牛は食べやすい大きさに切る。
④炊飯器に①・②・③・調味料・だし汁・水を入れて炊く。
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